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はじめに

1310人、
現在（2021年4月23日時点）の
Twitterのフォロワー数です。

2013年7月からやっているので
スローペースもいいところ。
それもそのハズ。

2020年秋、ガッツリコミットするまでは
真剣にやっていなかったからです。

しかしコロナがあり、
放送作家の仕事が壊滅的になくなり
人からもらう仕事だけに依存していたら
冗談抜きで“干上がる”と思いました。

そこで、ちゃんとやらなきゃなと強く感じたのが
Twitterでした。
当時は、Twitterとマネタイズ（お金にする）が
うまく頭の中でつながっていませんでした。

しかしあるインフルエンサーの方が
こんなつぶやきをしました。

「10万人のフォロワーの
　10人に一人が、僕が作った1万円のコンテンツを
　買ってくれたら、
　それだけで1000万円になる」

コンテンツの値段が
1000円だったとしても100万円ですよ。

僕は現在46歳。
めちゃくちゃ物欲があるわけではありません。
それでも「これ欲しいな」と思った時に
迷わず買えるお金ぐらいは欲しいです。

最近、天候・地震災害も多いですよね。
なにかあった時、10万円ぐらいの寄付金は
なんの迷いもなくポンと出せるだけの余力も欲しいんです。

今は「風の時代」。
自分で仕事を作り、お金を作らなければ
生き残っていけません。

そのうえでTwitterは
絶対に必要なプラットフォームだと思いました。
ある日、
誰かがTwitterにこんな書き込みをしていました。

Twitterフォロワー
500～1000人まで 　めっちゃ大変
2000～3000人まで 　かなり大変
3000～5000人まで　けっこう大変
5000～10000人まで　けっこう楽ちん
10000人以上はヌルゲー

めっちゃ大変かあ・・・
でも、そこからから逃げていたら、
いつまでたっても影響力無しの弱垢のまま。

ちゃんとやろう！・・・ということで、
2020年の秋から
本格的にコミットし始めました。

その結果、
500人ちょっとだったフォロワーは
半年ちょっとで1300人以上にすることができました。

この本では、
僕が1000アカウント（以下、1000垢で表記）になるまでに
やってみた、失敗した、詐欺にあいそうになった
そんな四苦八苦を書いていきます。

万垢は確かにスゴイ。
でもすぐにそこにはたどり着けません。
まずは1000垢を目指しましょう。

良かったら
僕のアカウントにも絡んで下さい。

この本の読者であるなら
僕は無条件でフォローします。






令和3年4月吉日　ミツ




第1章：僕のTwitter 最初はアニメ映画応援 垢でした


2013年7月、
僕は本名でTwitterアカウントを作り
なんとなくSNS生活をスタートしました。

この時、今でも後悔しているのが、
名前の下にある「＠〇〇〇〇〇」の部分。
当時、僕はこの部分をチョー適当に作りました。
↓
＠sinn123123123

本名ともミツとも全然関係ないこの名前。
一応説明しときますと・・・

sinnはジンと読みます。
ジンとは、僕が好きなドイツの時計メーカーなんです。
数字は適当に入れただけです。

当たり前ですけど、
＠〇〇〇〇〇は、名前と関連付けたアルファベット表記がいいです。
今つけるとしたら、
＠mitsu_chiba　（千葉県出身なので）とか。

なので、
これからTwitterのアカウントを作る方、
くれぐれも、＠以降は適当に付けないようにしてくださいね。




当初ほとんど稼働せず

全く本気でやってませんでした。
プロフィールもチョー適当。

当時の記憶もかなりあいまいですが、
肩書に放送作家をいれていたぐらいで、
プロフィール部分はほぼ空欄でしたね。
僕の所属事務所、古舘プロジェクトすら書いていなかったです。

そんなわけで、
フォロワーなんて増えるわけもなく、
肩書だけをみて面白がった人が、時々、フォローしてくれるだけ。
当時のフォロワーは100人程度だったと記憶しています。



転機が訪れたのは2015年

僕は基本的にオタクです。
なので、
好きなアニメ、映画、声優さんのアカウントを
ちょこちょこフォローしていました。

「ガールズ＆パンツァー」とかも好きだったので、
大洗関連のアカウントも良く見ていました。

必然、アニメ関係者のつぶやきを目にする機会も増えます。
そこで見つけたのが、これでした。

この世界の片隅に クラウドファンディング

ご存知の方も多いですよね。

最初に上映されたのが、2016年11月12日。
あれから4年半が経ちましたが、今でも好きな映画です。
今でこそ、たくさんの人が知る名作ですが、
当時はまだ知る人ぞ知る、“隠れた名作”でした。

原作は、こうの史代さんの漫画です。
僕はこうのさんの原作を読んだこともなかったんですが、
「おそらくこれは、とても良いものだ」と思い、
クラウドファンディングに参加しました。

映画が完成した時にエンドロールで名前が流れる
1万円コースに申し込みました。



このせか関連の知り合いによって増えたフォロワー

2015年の7月にパイロットフィルムの上映会が開かれました。
わずか5分ほどの映像でしたが、
「スゲーものを観てしまった」と思いました。

コトリンゴさんが歌う
『悲しくてやりきれない』に乗せてつづられる
どこまでも原作に寄り添った丁寧な画作り。

これは傑作になると確信しました。

そして迎えた2016年11月12日。
映画「この世界の片隅に」が公開されました。
その後の社会現象っぷりは、多くの人が知るところです。

この頃、僕のつぶやきの大半は
『このせか関連』でした。
劇場で見るたびに感想をつぶやき（10回以上観ました）
他の方の感想にも、いいねをしまくり、
知らないアカウントにも
「FF外からスミマセン」と
断ってからコメントもよく書きました。



ファンをつないだ片渕監督

これはファンの間では有名ですが、
『このせか』の片渕 須直監督のTwitterの張り付きっぷりは
ハンパじゃないです。

どこかで誰かが
『このせか』についてつぶやくと、すかさずいいねをつける。
監督がいいねを付けたつぶやきは
僕らファンのTL（タイムライン）に載るので、
僕らもそのつぶやきにいいねをつける。

僕自身、何度も監督直々にいいねをもらったり
ごくごくたまにコメントをもらったりしました。

今までアニメ映画の監督とつながるなんて
考えたこともなかったので、当時はめっちゃ感動しましたね。

この時、感じたのは
インフルエンサーの影響力のデカさですね。
これはすごいと思いましたね。



『このせか』のおかげでフォロワー500人超え

300人くらい一気に増えたと記憶しています。
そんでもって映画に関することをつぶやくと
500人ぐらいのアカウントでも、
いいねが30ぐらい、バーッと付くんですよ。

僕にTwitterの楽しさを教えてくれたのは
まちがいなく『この世界の片隅に』でしたね。

だから当時の僕のTwitterはこんな感じでした。

（本名）＠この世界の片隅に 公開中！
（本名）＠この世界の片隅に 公開2年目！
（本名）＠さらにいくつもの片隅に 応援中！

しかし、
フォロワーは550人を超えたあたりでピタッと止まりました。
拙作「ぼくのうつ日記」でも書きましたが、
ぼくは2018年の夏にうつになりました。

必然、Twitterの書き込みも減り、
フォロワーの増加もピタッと止まったのです。

うつの間にコロナになり、
ますます仕事が減り、どうしようかと思っていた矢先に
神ブロガー・マナブさんや、マコなり社長、
イケハヤさんなどを知り、
「Twitterはコンテンツの告知に最適のプラットフォーム」
だということを知ります。

僕はこう思うようになりました。

「この世界の片隅に」は素晴らしい作品だけど・・・
「オレはいつまで人が作ったコンテンツを応援し続けるんだ？」と。

そしていよいよ、
Twitterに本気でコミットしようと決心したんです。



第2章：Twitterに本気でコミットした

Twitterに本腰を入れようと思い、
手始めにやったのが「うつの情報発信」です。

これは結構迷いました。
それまで僕は、うつに関してつぶやく時は
「精神的にやられまして・・・」とか
「心が病んでしまいまして・・・」とか、やんわり書いていました。

でもその書き込みについて
いいねやRTはほとんどつきません。
これは「心のパンツ」を脱がないとダメか・・・

そう思ってある時、
「うつに関する情報発信」というハッシュタグをつけて
こんな書き込みをしました。

↓

うつで悩んでる方、
自転車持っていたら、活用すべき。

☆太陽の光が浴びられる
☆足腰への負担最小限でカロリー消費
☆知らない道走ると脳に良い刺激
☆走っている間は人との接触 最小限
☆レンタルサイクル増えたし、ローコスト

うつで苦しんでいた自分に教えたい。
救いのツールは目の前にあった。



たくさんのいいね、RTも増える

この書き込みにはハッキリ反応がありました。
中には自分もうつで悩んでいました。
・・・と書いてくれる人もいました。

さらにちょっとですけど、
フォロワーも増えました。

その後、気になってTwitter内で「うつ」と検索すると
「昔、うつだった」と発言している人、たくさんいました。
中には、今まさに苦しんでいる最中で、
それでも自分が得た経験を一人でも多くの人に知って欲しいと
発信している人もいました。

そこで学んだこと。

安全地帯にいてはダメだ

・・・ということでした。
「メンタル壊れた」とか、何となく匂わす書き方じゃ
本当に届けたい人に情報は届かない、
伝えたいことは伝わらないんだ、

自分をさらけ出さないとダメなんだ。
そう強く思いました。

インフルエンサーたちもさらけ出してます。
メンタリストDaiGo（ダイゴ）さんも、
YouTubeのカジサックチャンネルで、いじめられっ子だった
過去を話していました。
その時に、いじめっ子から母親を侮辱され、ブチ切れて
「殺そうと思った」とも語っていました。

インフルエンサーたちが、心をさらけ出して
いわば「心のパンツ」を脱いでいるのに、
なにを凡人のお前が、恥ずかしがって、ごまかして情報を
発信しているんだと。

なんだかそっちの方が恥ずかしくなりました。



心が軽くなる

うつであると公表してから
なんだか心が軽くなりましたね。
それまで、ごまかした書き方をするたびに、
「おまえウソついてるな」
「なんでズバっと書かないの」
という心の声がしていたんですが、それがピタっと止みました。

「共感しました」
というリアクションも増えました。

自分の発言にも一本スジが通ります。

他の人の、うつに関する発言にも
「自分も苦しみました」と前置きをつけて書き込めるし、
「うつだったからこそ分かる、睡眠の重要性」みたいな
書き込みも出来る。

自分をさらけ出したことで、
情報発信がより自由になって、説得力が増しました。



アカウントを整える
この頃からアカウントを整えはじめましたね。

まず名前は「ミツ」にしました。
もともとは本名だったのですが、
下の名前の「ミツオ」を「ミツ」にしました。

＠以降についても
「この世界の片隅に」関連の言葉は外して
「放送作家」にしました。

ミツ＠放送作家

・・・ということですね。

その下のプロフィール部分も変えましたよ。

1996年に古舘プロジェクトに入り、
2016年までお世話になりました。
2018年の夏にうつを発症し、その後なんとか回復して
現在に至る。その後、YouTubeやブログを始める。

・・・といった感じです。

経歴を書くことで、
自分がどんな人間なのか、知ってもらおうと思いました。
これは今見ると、まだまだ改善の余地がありありです。
せいぜい30点ぐらい。

でも以前よりは、
「どんなアカウントなのか」が分かりやすくなったと
思っています。



課長まつりに参加 相互フォローで増える

Twitter界隈では、
ときどき『祭り』が開催されます。

Twitterで祭り？
僕も最初、ピンとこなかったのでご説明します。

特定のハッシュタグをつけた発言をしたアカウント同士の
大規模な交流会だと思って頂けるといいです。

僕が始めて参加した祭りは
せら課長というアカウントの方が開催した
『課長まつり』でした。

せら課長とは誰なのか？
この方、現在は自分で会社を興されて『社長』なんですが、
当時は、一般企業の『課長』だったんですね。

その課長、いわば一般人が本気でTwitterにコミットして
4万人近いのフォロワーを誇る、万垢に成長しました。

そこで
「こんな普通の僕でもやれるんです！みなさんもやりましょう！」
という号令のもと、開催されたのが『課長まつり』だったんですね。

参加の仕方は簡単です。
普段のつぶやきに、#課長まつり をつけるだけ。
これだけで、自分から誰かのアカウントをフォローすると
フォローバックしてくれることが多くなるんです。



本当にお祭り感覚

確かにフォローは増えました。
でもまあ、ぶっちゃけ言いますと、
当時増えたフォロワーさんって、あんまり覚えてないんですよ。

ひどい話だと思うけど、事実です。
これはリアルのお祭りを同じなんでしょうね。

お祭り当日はその場のノリで仲良くなって
メアドとかlineを交換するんだけど、
後日、全く連絡せずに、相手のデータだけが残る。

まさにこの感じです。

それでも課長まつりのおかげで
フォロワーが一気に100人ぐらい増えました。



後日かなりフォロー解除されました

これはお互い様ですが、
課長まつりで増えたフォローさんは
後日かなり解除されました。

体感では半分は解除されたかなと。

これはお互い様なんですね。
僕も改めてフォロワーさんを見直して、
このアカウントはあまりに自分と関連性がないな、とか
うーんちょっと詐欺っぽいな、という人は
フォローを解除していったのです。

それでも、
いまブログ始めたばかりで頑張ってます！
・・・という方とも、沢山つながることができたので、
それはそれで有意義だった部分もあります。

結論としては、
参加するのはアリだけど、
あまり後先に考えずにフォロワーを増やさず、
ちゃんと見極めてフォローすることが大事ということ。

ポイントとしては・・・
▽向いている方向が自分と同じ
（例　ブログにコミット、noteにコミット、音声配信にコミット
　　　YouTubeにコミット、資産運用にコミット　などなど）
▽フォローの数が近い
　（一緒に頑張ろう感が強まり、フォロー解除されにくい）
▽趣味・嗜好が近い
▽趣味・嗜好が遠い
　これはどちらもアリです。
　趣味・嗜好が近い人からは、自分が好きな情報を頂けます。
　趣味・嗜好が遠い人からは、自分が知らない情報が頂けます。




第３章：詐欺にひっかかりそうになりました

結構、巧妙だったので、
その手口とやり取りを詳しく公開します。

Twitterをやっていると
こういうリスクもありますので、
みなさんも気を付けてくださいね。

それではレッツゴー！詐欺手口！



詐欺に全く見えなかったTwitter DMでのやり取り

それはこんなやりとりで始まりました。

詐欺師「こんにちは、
　　　　いきなりのメッセージ申し訳ありません。
　　　　フォローして頂き、
　　　　ありがとうございます。

 　　　　僕はアニメやゲームが大好きで、
　　　　普段はサイト運営をしています。

　　　　ブログ読ませて頂きました。
　　　　僕は友人の勧めもあって、サイトやブログを
　　　　始めたのですが、ミツさんは何かきっかけなどは
　　　　あったのでしょうか？」

ミツ「僕がブログやら音声配信やら始めたきっかけは
　　　ご多分にもれず、マコなり社長やマナブさんの影響です。
　　　他の人にとって、なにか価値あるコンテンツを作って
　　　いかないと、放送作家だけでは未来はないと思いました」



アニメの話をしたあとSEOの話しになる

SEOとはブログをやる上で必須の知識で
検索エンジンからサイトに訪れる人を増やすには
どうすればいいのか、という知識＆テクニックのことです。

当時の僕は、SEOについて知識がなかったので
それについていうと・・・

詐欺師「なるほど。
　　　　ネットだと情報量も多いので
　　　　特にSEOに関しては書籍での勉強もいいですよ。
　　　　まだ読まれていないのでしたら
　　　　「沈黙のWebライティング」や
　　　　「検索にガンガンヒットさせるSEOの教科書」
　　　　とかオススメですよ。

　　　　もし良かったら、
　　　　僕が最低限の収益化まで教えましょうか？

　　　　良サイトからのリンク紹介はかなりSEOを上げるので、
　　　　成果に繋がりましたら
　　　　お互いのサイトを紹介し合いたいと思ったんです」



参考文献はホントに有益な本

教えてもらった本は
ちょっと調べてみると、SEOの参考文献としては有益な本で
「沈黙のWebライティング」は
実際に買って、読みました。
マンガで優しくSEOを学べるようになってまして、
「確かにこれは有益だな・・・」と思ったんですね。

そして、
この人は信用できるかもしれない・・・

この後、何度かやり取りをして、
いよいよ次のステージ・ＬＩＮＥへと進むわけです。



ＬＩＮＥのやり取りでおや？・・・っと思う

コンサル、
彼が僕に対してやろうとしていることは
要するにこれなんですよ。

具体的なやり方については、TwitterのDMでは明確には
言ってきませんでした。

そこで聞いたんです。

ミツ「具体的にはどうやってやりとりをしますか？
　　　ＬＩＮＥでアドバイスを頂ける感じですか？」

詐欺師「そうですね。
　　　　それでもいいんですけど、一度会った方が早いと
　　　　思うんですよ。いかがですか？」

会う？　少し違和感を覚えました。

それでも、少しの違和感を抑え込むだけの
説得力がこれまでのやり取りにあったので、
それじゃ予定をすり合わせて、会いましょうかという
ことになりました。




ここで詐欺師が馬脚を現す

簡単に言うと、
予定をすり合わせる段階になって
詐欺師は妙にもったいぶるようになったんです。

これまではいかにも、
ミツさんの予定に合わせますよ！
なんて言っていたんですが・・・

詐欺師「ああ、すみません、そこはすでに他のコンサル生が
　　　　入ってしまってて・・・。
　　　　ミツさん以外にも、僕のコンサルを受けたいって人が
　　　　多くて、なかなか空いてないんです」

こんなやりとりが3回ぐらい続きました。
ここでボンクラな僕もようやく
「これ多分、サギだな・・・」と察知しました。

ミツ「そうですか、お忙しそうそうなので、
　　　じゃあ今回は縁がなかったということで・・・」

なんてＬＩＮＥをしたら・・・

詐欺師「ちょっと待って下さい！
　　　　あさってでしたら、空きができそうです。
　　　　〇〇時でしたら、いかがですか？」

はい、確定ーーーーー。

この後、正式に断りを入れました。
そして一切、詐欺師からの連絡は止まったのです。

あれから3カ月たちますが、
その後、彼からの連絡は一切ありません。

Twitterのアカウントも
開店休業状態で、ここ一カ月は全く更新されていません。
それでも僕のアカウントはフォローしたままなので
そこがちょっと不気味ですね。

正直、とっとと外して欲しい。



金の匂わせ方も うさん臭かった

今にして思えば色々と匂いましたね。
例えば、お互いの住まいの話しになると、
詐欺師はサラっと、港区のタワマンに住んでますと言いました。

実際に会う場所も、
そのタワマンのエントランスでいかがですか？
・・・ということだったんですよ。

会う場所に関して、
僕の意見を聞くことは全くありませんでしたね。
港区のタワマンのエントランスがマスト。

この辺りにも
自分のテリトリーに引きずり込んでやるぜ
という悪意がプンプン匂います。

・・・ということで、
Twitter界隈には、こういった怪しい人も沢山います。

実はこの後、僕はスタエフで一度、
noteで一度、合わせて2度コンサルを受けています。
そのどちらの方も「会いましょう」なんてことは
一切言ってこなかったし、
金額もいたって常識的でしたよ。

ちなみにどちらも2000円以下です。
それでも、とても丁寧に色々と教えてくれました。
本当に助かりましたね。




第４章：若い人たちから学ぶ精神を持つこと

詐欺師騒動が終わった頃、一冊の本を読みました。
おでん、という人が書かれたTwitter攻略法、

「Twitterの伸ばしかた
　10カ月で2万人と繋がれた私の
　これだけは抑えたい10のこと」

ちなみにおでんさんは、大手外資につとめる会社員、
いわゆる「普通のサラリーマン」です。
そんな一般人が、わずか10カ月でフォロワー2万人まで
増やした方法が書かれています。

これは素晴らしい本でした。

▽プロフの整え方
▽インフルエンサーとの付き合い方
▽時間帯別 ツイートの内容

タイトル通り
Twitterがどうすれば伸びるのか？
そのやり方が、とてもわかりやすく書かれています。
この時、僕が強く思ったこと、それは・・・

若い人たちから学べ！

・・・ということなんです。
Twitterが伸びない人の特徴の一つが
「我流で突き進む人」です。

こんな人ですね。

▽プライドが高い
▽本を読まない
▽若者から学ばない

僕ぐらい（40代～50代）の人が多いと思います。

会社勤めの人だと、
課長、グループリーダー、それなりの立場にいる人もいるでしょう。
本業ではそこそこ稼いでる人もいるでしょう。

だから上記のマインドになりやすく、
その結果・・・

「Twitterぐらい簡単だ。
　オレはオレのやり方で伸ばす！」

こんな風に考えがちです。

でも、こんなのはただの遠回りです。
Twitterの世界には、たくさんのインフルエンサーたち、
いわば万垢の人たちがいっぱいいます。
そんな彼らのやり方を参考にして学ぶのが一番早いです。
だって、
答えは彼らが持っていて、目に見える場所にあるんですから。



一人じゃなく複数から学ぼう

ただし注意点が一つ、
一人のインフルエンサーのやり方だけを見て
マネをしてはいけない、ということです。

例えば、
イケハヤさんを徹底的にマネしたところで
あなたは絶対にイケハヤさんにはなれません。
いびつな“イケハヤモドキ”が出来上がるだけです。

粗悪なまがい物です。

だから注意深く、
複数のインフルエンサーの発信内容を観察＆分析するんです。
すると言葉は違えど、本質は同じことに気づきます。

その共通している部分は、
汎用性が高く、真理を突いている場合が多いので、
参考にしてうまーく取り入れましょう。

ちなみに僕が感じた共通点は・・・

「本を読め」
「朝を有効に使え」
「停滞は衰退である」
「Twitterのプロフは常に更新せよ」
「英語を学べ」
「ずーっと同じ場所にいちゃダメ」

この辺りは、
多くのインフルエンサーの発言＆行動に共通していると
感じましたね。

この軸を自分のやっていること、
生活に合わせてつぶやいていけば、
大げさなことを言えば、
半永久的にツイート内容には困らなくなります。

例えば
「本を読め！」⇒読んだ本についてツイートする

「朝を有効に使え！」
⇒#おは戦タグをつけてツイートする。
※#おは戦については、拙作「Kindle本の設計図」で書いたので
　ここでは詳しく書きません。
文字数稼ぎをするつもりもないので
興味がある方はググってみてください。

「停滞は衰退である！」
⇒新しいチャレンジは全てOKです。
新しい料理、新しいお店で食べた、新しい人間関係、新しい仕事、
新しい副業、新しい挑戦は、全てツイートネタになります。

「Twitterのプロフは常に更新せよ！」
⇒これは実践すべきです。
半年、1年間ほったらしでOKということは、
あなた自身がなにも変わっていないということになります。

「英語を学べ！」
⇒今後、絶対に必要な力です。
英語学習の体験はブログネタにもなります。

「ずーっと同じ場所にいちゃダメ」
⇒イケハヤさんのように地方移住はそれだけでネタになります。
オリラジのあっちゃんもシンガポールに移住しましたよね。
ネットがあれば場所を選ばずに仕事ができる時代です。
1つの場所にとどまっている必要はないんです。




インフルエンサーでフォローすべきアカンウントとは

先ほど書いたことも流用できます。

▽向いている方向が自分と同じ
▽趣味・嗜好が近い＆遠い

もう一つみるべき部分は『FF比』です。

FF比とは「フォロー・フォロワー比率」の略で、
「フォロワー　÷　フォロー数」で算出します。

例えば僕のアカウントだと・・・

1310　÷　951　=　１．３７　がFF比になります。

このFFが大きいアカウントほど知名度が高く、
他ユーザーへの影響力が高いと言えます。

インフルエンサーたちのFF比を見ていきましょう。
（2021年4月23日時点）

マナブさん　　330000　÷　704　=　４８６．７５
イケハヤさん　311000　÷　4193　=　７４．１７
マコなり社長　206000　÷　286　=　７２０．２７

どれもえげつない数字ですが、
面白いのは、総フォロワー数で一番多いのは
マナブさんですが、
FF比が一番高いのは、マコなり社長なんですね。

僕の1.37と比べると
インフルエンサーたちがいかに化け物なのか
よく分かりますね。
僕はこの3人は発信内容も面白いし、
作っているコンテンツも有益なので、フォローしています。

彼らがどうしてフォロー数を絞っているのか
これには明確に理由があります。

Twitterをやっていると分かりますが、
たとえ100フォローであっても、
TL（タイムライン）がガンガン流れます。

すると本当に読みたい人のツイートが
他のゴミも混ざったツイートの中で
見落とす可能性が高まるのです。

ツイートは鮮度が命です。

読んだ瞬間に反応して、
行動に移した場合が良いことが沢山あります。
特にいま『仮想通貨 関連のツイート』はそうですよね。

「これから上がりそう」
「いま注目の銘柄はこれ」
「この後、落ちるかも…」

なんてツイートは
いかに早く反応＆対処できるかが勝負です。
わずか30分、1時間、読むのが遅れただけで
100万どころか1000万円、
人によっては1億円 損＆得することもあります。

だからフォローする人を
絞り込むことはとても大事なんです。



相互フォローで大きくなったアカウントに注意

たまに見かけるのが、
「1万フォロー中　1万フォロワー」

これFF比は「１」なので、
僕の1.38より低いアカウントになります。

こうしたアカウントは、
相互フォローで大きくなった可能性が高いです。
だから有益な情報を得られることは少ないです。

いいことをつぶやいた風なんだけど
中身が空っぽみたいな感じです。

「いまこの瞬間が人生で一番若い。
　だからこそ
　やったことがないことに
　どんどんチャレンジすることが大事です。
　迷っている間に
　どんどん時間は過ぎていきますよ。
　いいんですか？」

言ってることは間違ってないけど、
具体例がなくて、どこか言葉が浮ついている。
こういうアカウントはフォローしても意味がないので
やめておきましょう。

万垢の中でもフォローすべきは・・・

自分にとって有益な情報をもたらしてくれ、
さらにあなたが目指す道の先にいる存在で、
FF比が高いアカウントです。



仲間を増やすハッシュタグ

とは言え、
インフルエンサーが自分のフォロワーになってくれる
可能性なんてほぼありません。

そこで1000人以下のアカウントがやるべきことは
仲間を増やすことです。

仲間にも色々ありますよね。

ブログ仲間
note仲間
Kindle仲間
スタエフ仲間

こうした仲間を増やす時に有効なハッシュタグがあります。

それが「つながりたい」と「やろうぜ」です。
こんな感じですね。

#ブログ仲間とつながりたい
#note仲間とつながりたい
#Kindleやろうぜ
#スタエフやろうぜ

これをツイートの後にハッシュタグでつけておくと
同じ方向を向いた人が反応してくれて、
そのままフォロワーになってくれることがあります。

自分から仲間を探す場合も
こうしたハッシュタグで検索すると
たくさんのアカウントがヒットするので
その中から、さっきも書いた通り、
フォロー数が自分と近くて、ツイート内容含めて
共通点が多いアカウントを探しましょう。

そうしたアカウントであれば
フォロバしてくれる可能性も高まるので
まずはフォローしてみましょう。

安易な相互フォローは推奨しませんが、
自分にとって有益で楽しいアカウントであれば
弱垢のうちは相互フォローも必要です。

仲間を探すという
大義名分のもと、積極的にフォローもしていきましょう。




第５章：ついに1000垢到達！

課長まつりが行われたのが
2021年1月、この頃はかなりTwitterにコミットして
これまで書いてきたことを
意識しながらツイートをしていたら、
2月下旬にはフォロワーが1000人に近づいてきました。

そして2月23日、
ついにフォロワーが1000人を突破しました。

その日は「1000人突破しました！ありがとう！」という
ツイートをしたところ、
この日だけで18人の方にフォローして頂きました。



改めてギブの大切さを知る

その後もしばらくは順調にフォロワーが増えていたんですが
ある時、ツイートしても反応が鈍くなった時期が
ありました。

それが3月上旬のこと。

そこで改めて僕のツイートを見直してみると・・・
自分のコンテンツに関するツイートばかりだと気づきました。

「Kindle本出しましたー！」
「note記事を書きました。読んでください！」
「ブログを更新しました。読んでください！」

こりゃいかん。

ここで思い出したのは、
以前に、YouTube動画で見た、
インフルエンサー、マナブさんの言葉でした。



100ギブ1テイクでいい

100回与えて、与えて、与えて、
その結果、1テイク返ってきたらラッキー、
それぐらいのマインドでいいんだ、ということですね。

そこで僕は、
自分のコンテンツを発信するだけなく、
他人のコンテンツに反応して、良かったらほめるようにしました。

すると自分のコンテンツに
再び反応が戻ってきました。
いいねをつけてくれたり、中には「引用RT」をしてくれる
人まで現れました。

この“気付き”は、つぶやいた方がいいだろうと思い、
以下のようなツイートをしました。

↓

「自分のコンテンツを作る」
「人のコンテンツをほめる」

これは絶対に両輪でやった方がイイ。
片方だけやると、
その場でグルグル回って前に進まない

あなたの人生という名の車を進めるためには
絶対に両方やるべき。


Twitterには限りませんが、
人から搾取するだけの「テイカー」にもとに
人は集まりません。
人が集まるのは「ギバー」なんです。

だからあなたも
奪う人ではなく、与える人になって下さい。

ギブ＆テイクが
通用したのは昭和時代までです。

今はもう令和です。

ギブ＆ギブ＆ギブ＆ギブ＆ギブギブギブギブギブギブ
・・・忘れた頃にテイク

このマインドでいきましょう。
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